
（別紙３）

～ 令和　６年　7月31日

（対象者数） 15名 （回答者数） 11名

～ 令和　6年　7月10日

（対象者数） 8名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・多くの特性の方を分け隔てなく受け入れ

を行っている。

2

・こども園、保育園の様子を見に行ったり

情報の共有を図る。

3

・様々な場所や人との関わりを持つ機会が

ある時は参加している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者だけで集まれる機会や場を提供し

ていく。

2

・長期休み期間、希望者のみ利用して頂い

たが普段通り利用ができると良い。

3

○事業所名 児童デイセンターこすもす

○保護者評価実施期間
令和　6年　7月1日

○保護者評価有効回答数

令和　6年　7月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　6年　9月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の交流の場が少ない。 ・行事（遠足、参観）などでの交流はある

が子供と一緒のためじっくりと話す事がで

きない。

・長期休みの利用。 ・預かり時間の短縮と生活リズムの変更が

ある。

・兄弟がいない子が多い中、異年児との関

わりがもてる。

・様々な特性の子との関わりを持つことが

できる。

・こども園、保育所を併用し利用できる。 ・共働きが多いため、園を利用されている

方が多い。こすもすから園、保育所への送

迎を行いこども園、保育園での経験とこす

もすの療育を受けることができる。

・法人内の事業所との交流がある。 ・他事業所のイベントへの参加ができ他事

業所の方との関わりを持つことができる。

事業所における自己評価総括表公表


